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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間（平成26年５月21日～平成26年８月20日）におけるわが国経済は、輸出を中心に企

業業績は改善基調であるものの、消費税増税前の駆け込み需要の反動により個人消費に落ち込みが見られ、先行き

不透明な状況で推移しました。 

このような状況のなか、当第１四半期連結累計期間は、当社の基幹事業であるＢtoＢ事業において、戦略分野

と位置付けて注力する工場・建設現場向け商材等を取り扱うＭＲＯ事業が順調に成長していること等が寄与し、売

上高・利益がともに堅調に推移いたしました。ＢtoＣ事業の「ＬＯＨＡＣＯ」においては、積極的な広告宣伝や主

力商品の価格戦略等を実施したことにより、大幅な増収となりました。この結果、当第１四半期連結累計期間は前

年同期比で増収増益となりました。 

各事業の状況につきましては、以下のとおりです。 

ＢtoＢ事業につきましては、さらなる事業基盤・事業収益の強化に向けて、戦略分野と位置付けております工

場・建設現場・研究所や医療・介護施設などのお客様の開拓に、当社エージェントとともに注力した結果、工場・

建設現場・研究所でご利用されるＭＲＯ商材、医療・介護施設・店舗等で頻繁にご利用される洗剤・掃除用品等の

商材において２桁の伸長となったことに加え、家具、文具等も堅調に推移したことで、売上高は順調に拡大し、前

年同期比で32億11百万円増収の589億48百万円（前年同期比5.8％増）となりました。 

なお、平成26年７月４日にサービス材の拡充を図るため、お弁当・ケータリングの総合宅配サービス「ごちク

ル」を展開するスターフェスティバル株式会社と業務・資本提携契約書を締結しており、平成26年10月を目処に当

社のサービスメニューに追加する予定です。 

ＢtoＣ事業の「ＬＯＨＡＣＯ」につきましては、中期の経営指標としているロイヤルカスタマー100万人達成に

向けて、取扱い商材の充実および新規のお客様のご利用拡大に注力しました。 

商材については、「ＬＯＨＡＣＯ」内の医薬品専門サイトである「ロハコドラッグ」にて平成26年６月に第１

類医薬品の販売を開始し、さらに平成26年８月20日には、大手４大ビールメーカーを中心にビール類等を本格的に

取扱う専門サイト「ビアショップ（ＢＥＥＲ ＳＨＯＰ）」をオープンいたしました。 

 また、サプライヤーと連携したマーケティング活動にも注力し、新商品や話題の商品等を「1dayサンプル」とし

てお試し価格でご提供することで、多くのお客様に商品を体験、価値を認知していただき、日常の購入に繋げても

らう等のＷＥＢ上での新たなマーケティング手法の開発や、その実践をとおして、新規のお客様のご利用拡大に努

めてまいりました。 

消費税増税後の反動の影響はあったものの、ご注文数は消費税増税前の水準まで回復してきており、ＢtoＣ事

業の「ＬＯＨＡＣＯ」の売上高は前年同期比で22億65百万円増収の40億89百万円（前年同期比124.3％増）となり

ました。 

 以上の結果、両事業を合計した売上高は630億37百万円（前年同期比9.5％増）となりました。売上総利益は、生

活用品や粗利益率の高いＭＲＯ商材等の増収により、135億76百万円（前年同期比6.2％増）となりました。 

販売費及び一般管理費は、増収による変動費の増加等で、131億94百万円（前年同期比6.2％増）となりました

が、売上高販管費比率は、前期に発生した「ASKUL Logi PARK 首都圏」の取得に係る費用の減少に加えて、一時的

に悪化していた物流生産性が改善されて正常化したことから、前年同期比で0.7ポイント改善しております。 

 これらの要因によって、当第１四半期連結累計期間の営業利益は３億81百万円（前年同期比4.6％増）、経常利

益は４億４百万円（前年同期比2.1％増）、四半期純利益は１億82百万円(前年同期比37.3％増)となりました。 

 
 

- 2 -



 
（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における総資産は1,165億13百万円となり、前連結会計年度末と比べ34億62百万円

減少いたしました。主な増加要因は、株式の取得および社債の購入等により投資有価証券が31億37百万円増加した

ことであります。また、主な減少要因は、当該株式の取得および社債の購入等に係る支払に伴い現金及び預金が42

億72百万円減少したことに加えて、受取手形及び売掛金が10億７百万円、流動資産のその他に含まれる未収消費税

等が７億37百万円、それぞれ減少したことであります。 

負債は587億53百万円となり、前連結会計年度末と比べ31億49百万円減少いたしました。主な増加要因は電子記

録債務が77億87百万円増加したことであり、主な減少要因はファクタリング未払金が117億65百万円減少したこと

であります。なお、当第１四半期連結会計期間において、全てのサプライヤー等への支払方法をファクタリングか

ら電子記録債務に変更しております。 

純資産は577億60百万円となり、前連結会計年度末と比べ３億12百万円減少いたしました。主な増加要因は新株

予約権の行使により資本金および資本剰余金に含まれる資本準備金がそれぞれ１億18百万円、保有する株式の時価

評価によりその他有価証券評価差額金が１億45百万円増加したことであります。主な減少要因は、四半期純利益の

計上１億82百万円、配当金の支払８億23百万円により利益剰余金が６億41百万円減少したことであります。 

 

以上の結果、自己資本比率は49.2％（前連結会計年度末は48.0％）となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成26年７月４日に公表いたしました連結業績予想から修正は行っておりません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）および「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。

以下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文および退職給付適用指針第67項本文に

掲げられた定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直

し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を平均残存

勤務年数を基礎とする方法から、デュレーションに基づく単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更してお

ります。 

 なお、この変更による当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債および利益剰余金に与える影響

はありません。また、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益に与え

る影響はありません。

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年５月20日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年８月20日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 35,316 31,044 

受取手形及び売掛金 29,049 28,042 

商品及び製品 9,758 9,820 

原材料及び貯蔵品 87 38 

その他 5,991 4,499 

貸倒引当金 △31 △44 

流動資産合計 80,172 73,400 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 13,284 13,356 

減価償却累計額 △1,704 △1,901 

建物及び構築物（純額） 11,579 11,454 

土地 7,232 7,242 

建設仮勘定 61 696 

その他 11,819 11,844 

減価償却累計額 △4,453 △4,681 

その他（純額） 7,366 7,163 

有形固定資産合計 26,240 26,556 

無形固定資産    

ソフトウエア 4,401 3,975 

ソフトウエア仮勘定 159 257 

のれん 2,927 2,959 

その他 13 11 

無形固定資産合計 7,501 7,203 

投資その他の資産    

投資有価証券 433 3,570 

繰延税金資産 2,092 2,190 

その他 3,578 3,727 

貸倒引当金 △43 △136 

投資その他の資産合計 6,061 9,353 

固定資産合計 39,803 43,113 

資産合計 119,976 116,513 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年５月20日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年８月20日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 31,469 32,595 

電子記録債務 378 8,166 

短期借入金 550 350 

1年内返済予定の長期借入金 1,112 1,160 

未払金 3,465 3,412 

ファクタリング未払金 14,573 2,807 

未払法人税等 282 93 

未払消費税等 157 411 

引当金 507 620 

その他 927 1,063 

流動負債合計 53,424 50,681 

固定負債    

長期借入金 758 432 

退職給付に係る負債 1,822 1,889 

リース債務 4,475 4,349 

引当金 160 132 

資産除去債務 981 986 

その他 280 280 

固定負債合計 8,477 8,071 

負債合計 61,902 58,753 

純資産の部    

株主資本    

資本金 20,801 20,919 

資本剰余金 23,313 23,431 

利益剰余金 13,438 12,797 

自己株式 △49 △49 

株主資本合計 57,502 57,098 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 148 294 

為替換算調整勘定 26 25 

退職給付に係る調整累計額 △51 △47 

その他の包括利益累計額合計 123 272 

新株予約権 342 288 

少数株主持分 104 102 

純資産合計 58,073 57,760 

負債純資産合計 119,976 116,513 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年５月21日 

 至 平成25年８月20日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年５月21日 
 至 平成26年８月20日) 

売上高 57,560 63,037 

売上原価 44,775 49,461 

売上総利益 12,785 13,576 

販売費及び一般管理費 12,420 13,194 

営業利益 364 381 

営業外収益    

受取利息 15 14 

為替差益 28 － 

助成金収入 8 16 

その他 7 27 

営業外収益合計 60 58 

営業外費用    

支払利息 20 22 

支払手数料 1 1 

その他 6 10 

営業外費用合計 28 35 

経常利益 396 404 

特別損失    

固定資産除却損 3 25 

その他 － 1 

特別損失合計 3 26 

税金等調整前四半期純利益 392 377 

法人税、住民税及び事業税 15 105 

法人税等調整額 242 92 

法人税等合計 258 197 

少数株主損益調整前四半期純利益 133 180 

少数株主利益 0 △2 

四半期純利益 133 182 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年５月21日 

 至 平成25年８月20日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年５月21日 
 至 平成26年８月20日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 133 180 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △660 145 

為替換算調整勘定 21 △0 

退職給付に係る調整額 － 3 

その他の包括利益合計 △639 148 

四半期包括利益 △505 328 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △507 330 

少数株主に係る四半期包括利益 1 △2 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

５．補足情報

 販売費及び一般管理費の明細（連結）

科目

前第１四半期

連結累計期間

(自 平成25年５月21日

 至 平成25年８月20日)

当第１四半期

連結累計期間

(自 平成26年５月21日

 至 平成26年８月20日)

（参考）前期

平成26年５月期

(自 平成25年５月21日

 至 平成26年５月20日)

金額
（百万円）

売上比
（％）

金額
（百万円）

売上比
（％）

前年同期比
（％）

金額
（百万円）

売上比
（％）

人件費※１ 3,289 5.7 3,592 5.7 109.2 13,895 5.5

配送運賃※２ 2,466 4.3 2,831 4.5 114.8 10,481 4.1

販売促進引当金繰入額 128 0.2 125 0.2 97.9 419 0.2

業務外注費 846 1.5 809 1.3 95.6 3,333 1.3

業務委託費※２ 1,329 2.3 1,485 2.4 111.7 5,805 2.3

地代家賃 1,293 2.2 1,262 2.0 97.6 5,034 2.0

貸倒引当金繰入額 △6 △0.0 59 0.1 － △30 △0.0

減価償却費※３ 279 0.5 448 0.7 160.7 1,728 0.7

ソフトウエア償却費 531 0.9 571 0.9 107.6 2,211 0.9

その他諸経費 2,261 4.0 2,008 3.1 88.8 8,546 3.3

合 計 12,420 21.6 13,194 20.9 106.2 51,425 20.3

  ※１ 前年同期と比較して、当第１四半期連結累計期間の人件費が増加しておりますが、主な要因は、物流センター

勤務者の雇用形態の変更および「ＬＯＨＡＣＯ」取り扱い商材の拡充に伴う商品企画・調達等人員の増加の影

響であります。

  ※２ 前年同期と比較して、当第１四半期連結累計期間の配送運賃および業務委託費が増加しておりますが、主な要

因は、売上高の増加による影響であります。

  ※３ 前年同期と比較して、当第１四半期連結累計期間の減価償却費が増加しておりますが、主な要因は、「ASKUL 

Logi PARK 首都圏」の稼動による影響であります。
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